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「
江
戸
遺
跡
」
発
掘
の
１０
年

調
査
研
究
部
長

　

　

”佐
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攻

多
摩

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
遺
跡
群
の
発
掘
調
査
を
専
ら
と
し
て
い
た
東
京

都
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
の
世
に
な

っ
て
か
ら

「江
戸
遺
跡
」

に
か
ら
む
開
発
事
業
の
発
掘
調
査
を
手
が
け
る
話
が
発
生
し
ま
し
た
。

自
衛
隊
市
ケ
谷
駐
屯
地

（防
衛
庁
移
転
予
定
地
）
、
旧
東
京
都
庁
舎
跡

地

（国
際
フ
オ
ー
ラ
ム
建
設
予
定
地
）、
旧
汐
留
貨
物
駅
跡
地

（汐
留

土
地
区
画
整
理
事
業
地
）
な
ど
の
大
形
の
開
発
事
業
に
伴
う
発
掘
が
、

平
成
三
年
度
か
ら
次
々
と
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
、
現
在
も
発
掘

調
査
が
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
ケ
谷
地
区
は
、
「尾
張
藩
上
屋
敦
」
の
ほ
ぼ
全
面
を
発
掘
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
都
庁
跡
地
区

（丸

の
内
三
丁
日
遺
跡
）
で
は
、

「阿
波
藩
蜂
須
賀
家
」
「上
佐
藩
山
内
家
」
の
上
屋
敦
と
元
禄
の
大
火
以

前
の
小
大
名
の
屋
敷
跡
が

「大
名
小
路
」
に
面
し
て
発
掘
さ
れ
ま
し
た
。

汐
留
地
区
は
、
「龍
野
藩
脇
坂
家
」
「
仙
台
藩
伊
運
家
」

の
上
屋
敦
と

「会
津
藩
保
科
家
」
中
屋
敷
の
ほ
ぼ
全
域
の
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

江
戸
初
期
の
大
規
模
な
屋
敷
地
土
地
造
成
工
事

（土
留
め
柵
）
や
、
建

物
の
基
礎
、
屋
敷
内
の
庭
園
や
内
庭
、
海
か
ら
資
材
等
の
職
入
の
た
め

の

「船
入
場
」
、
本
樋

・
竹
樋
な
ど
を
利
用
し
た
上
水
施
設
、
ま
た
、

地
震
の
痕
跡
と
し
て
の
噴
砂
や
砂
脈
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、

江
戸
時
代
初
期
か
ら
幕
末
に
か
け
て
の
多
く
の
生
活
用
具
が
発
見
さ
れ

て
い
ま
す
。

「江
戸
遺
跡
」
の
発
掘
調
査
を
手
が
け
る
こ
と
は
、
当
セ
ン
タ
ー
に

と

っ
て
大
き
な
課
題
で
し
た
。
発
掘
の
手
法

・
整
理
報
告
書
の
纏
め
方

に
つ
い
て
現
場
を
担
当
す
る
職
員
の
試
行
錯
誤
の
毎
日
が
続
き
ま
し
た
。

記
録
に
残

っ
て
い
る
も
の
の
検
証
、
記
録
に
な
い
遺
構
や
遺
物
に
つ
い

て
の
確
認
と
復
元
を
続
け
る
中
で
、
調
査
手
法
の
確
立
な
ど
、
セ
ン
タ
ー

と
し
て

一
定
の
方
向
性
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
と
白
負
し
て
お
り
ま
す
。
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今
回
は
多
数
の
遺
構

・
遺
物
が
出
上
し

た
縄
文
時
代
早
期
末

（約
６５００
年
前
）
の
様

相
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

本
遺
跡
は
武
蔵
野
台
地
を
流
れ
る
小
河

川
の

一
つ
で
、
武
蔵
野
段
丘
と
立
川
段
丘

と
を
画
し
、
国
分
寺
崖
線
に
沿

っ
て
東
流

す
る
野
川
の
源
流
域
に
隣
接
し
て
い
ま
す
。

や
が
て
多
摩
川

へ
合
流
す
る
こ
の
川
の
流

域
に
は
縄
文
時
代
中
期
の
大
規
模
集
落
が

数
多
く
営
ま
れ
ま
し
た
。

崖
線
は
通
称

ハ
ケ
（崖

・
峡
）と
呼
ば
れ
、

ハ
ケ
の
礫
層
か
ら
湧
き
出
る
清
ら
か
な
湧

水
は
縄
文
人
に
豊
か
な
水
資
源
を
供
給
し
、

生
活
に
適
し
た
環
境
を
提
供
し
て
く
れ
ま

し
た
。

こ
う
し
た
条
件
を
反
映
し
て
本
遺
跡
か

ら
は
縄
文
時
代
草
創
期
～
晩
期
ま
で
の
遺

構

・
遺
物
が
出
上
し
、
縄
文
人
の
活
動
の

痕
跡
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
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約
５
万
８
千
ポ
に
及
ぶ
広
大
な
調
査
区
に

は
各
時
期
の
環
境
変
化
に
応
じ
て
土
地
活

用
を
し
た
縄
文
人
の
柔
軟
な
姿
勢
が
見
て

取
れ
ま
す
。

調
査
区
東
端
は
恋
ケ
窪
南
遺
跡
に
接
し

て
い
ま
す
。
こ
の
遺
跡
は
野
川
源
流
の
湧

水
帯
を
北
側
に
臨
む
台
地
上
の
末
端
部
に

立
地
し
て
い
ま
す
。

遺
跡
調
査
会
の
幾
度
か
の
調
査
で
は
、

早
期
末
の
集
落
跡
や
中
期
初
頭
の
住
居
跡

が
検
出
さ
れ
、
南
北
１５０

ｍ
、
東
西
２５０

ｍ
の

規
模
が
あ
り
ま
す
。
遺
跡
の
全
体
像
は
未

だ
不
明
で
す
が
、
今
回
の
調
査
で
早
期
末

集
落
の
西
側
地
域
の
範
囲
が
ほ
ぼ
確
定
し

ま
し
た
。

調
査
区
東
端
は
居
住
域
と
考
え
ら
れ
、

５０
軒
以
上
の
竪
穴
住
居
跡
と
竪
穴
状
遺
溝

が
濃
密
に
分
布
し
て
い
ま
す
。
周
囲
に
は
、

南
北
に
円
形
の
上
坑
が
５０
基
ほ
ど
弧
状
を

呈
す
る
よ
う
に
分
布
し
て
い
ま
す
が
、
こ

の
上
坑
群
を
境
に
遺
物
は
極
端
に
少
な
く

な
り
、
遺
溝
は
全
く
見
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
円
形
土
坑
群
は
本
調
査
区
域

の
み
か
ら
見
る
限
り
、
あ
た
か
も
環
状
も

し
く
は
馬
蹄
状
集
落
の
外
帯
を
意
識
し
て

構
築
さ
れ
た
か
の
よ
う
で
す
。

３
基
の
円
形
土
坑
に
つ
い
て
土
壌
分
析

を
す
る
と
、
こ
の
う
ち
２
基
か
ら
高
い
濃

度
の
リ
ン
が
検
出
さ
れ
、
分
析
者
は
墓
で

あ
る
可
能
性
が
高
い
と
報
告
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
結
果
は
判
断
材
料
の
一
つ

に
過
ぎ
ず
、
集
落
構
成
に
つ
い
て
は
今
後

な
お
検
討
す
べ
き
課
題
を
多
く
残
し
て
い

ま
す
が
、
遺
物
の
量
か
ら
見
て
も
南
西
関

東
屈
指
の
遺
跡
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り

あ
り
ま
せ
ん
。

ほ
ぼ
同
じ
頃
の
集
落
遺
跡
と
し
て
は
武

蔵
野
台
地
の
北
縁
に
位
置
す
る
埼
玉
県
冨

士
見
町
の
打
越
遺
跡
が
著
名
で
す
。

こ
の
遺
跡
は
、
縄
文
海
進
期
に
で
き
た

奥
東
京
湾
の
支
湾
で
あ
る
古
入
間
湾
の
入

り
江
に
面
し
て
い
ま
す
。
水
深
は
浅
く
、

千
潟
が
発
達
し
、
沿
岸
の
台
地
に
は
早
期

～
前
期
に
か
け
て
多
く
の
貝
塚
遺
跡
が
残

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
期
の
集
落
は
こ
う

し
た
海
産
資
源
に
恵
ま
れ
た
海
岸
近
く
に

そ
の
多
く
が
営
ま
れ
ま
し
た
。

打
越
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
土
器
は
ア
カ

ガ
イ
や
サ
ル
ボ
ウ
な
ど
の
２
枚
貝
の
縁
を

駆
使
し
て
山
形
や
菱
形
な
ど
の
幾
何
学
的

な
文
様
を
描
き
、
形
は
底
の
や
や
丸
い
土

器
で
、
打
越
式
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

本
遺
跡
の
上
器
も
文
様
は
似
て
い
ま
す
が
、

打
越
遺
跡
の
も
の
が
比
較
的
簡
素
で
あ
る

の
に
対
し
て
格
子
目
状
の
文
様
や
、
粘
土

紐
を
器
周
に
巡
ら
せ
た
、
や
や
異
な

っ
た

文
様
を
も

っ
て
い
ま
す
。

か
つ
て
は
神
奈
川
県
や
静
岡
県
東
部
を

中
心
に
す
る
打
越
式
と
同
時
期
の
地
域
差

と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
土
器
群
で
そ
の

北
限
は
多
摩
川
あ
た
り
と
考
え
ら
れ
て
い

た
も
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
本
遺
跡
で
は
か

つ
て
な
い
土
器
量
が
出
上
し
て
い
る
に
も

関
わ
ら
ず
本
来
の
打
越
式
は
全
く
と
言

っ

て
良
い
ほ
ど
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
周
辺
の
遺

跡
か
ら
は
打
越
式
の
出
上
が
知
ら
れ
て
お

り
、
地
域
差
と
考
え
る
に
は
矛
盾
す
る
現

象
で
す
。

ま
た
打
越
遺
跡
と
同
様
に
東
海
地
方
か

ら
運
ば
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
土
器
が
多
数

出
上
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
上
器
は
、

極
め
て
薄
い
作
り
で

一
見
し
て
在
地
の
上

器
と
の
区
別
が
容
易
で
す
。
壊
れ
や
す

い

土
器
が
１００
血
を
越
え
て
運
ば
れ
た
理
由
に

つ
い
て
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
未
だ
明
確

な
回
答
は
得
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

現
在
接
合
作
業
の
最
中
に
あ
り
作
業
が

進
め
ば
さ
ら
に
多
く
の
情
報
が
得
ら
れ
る

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
　

（中
西
　
充
）

早期末竪穴状遣構
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大江戸掘りもの帖 ～十七～
文
献
調
査

で
掘
り
出
す
も
の

江
戸
時
代
の
遺
跡
で
は
、
考
古
学
の
調

査
に
伴
い
関
連
分
野
と
の
共
同
研
究
が
な

さ
れ
ま
す
。
そ
の
中
で
、
当
時
の
文
字
や

絵
図
史
料
を
調
査
す
る
、
文
献
資
料
調
査

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
調
査
中
の
防
衛
庁

の
区
画
は
、

呼
展
二
年

（‐６５６
）
か
ら
明
治
四
年

（
‐８７‐
）

ま
で
尾
張
藩
の
上
屋
敷
が
あ

っ
た
所
で
す
。

当
初
は
、
凡
そ
六
万
七
百

坪
の
屋
敷
地
で
し
た
が
、

明
和
五
年

（‐７６８
）
に
、
西
側

に
凡
そ
三
万
坪
の
拡
張
を

し
て
い
ま
す
。
こ
の
拡
張

を
当
時
の
言
葉
で
、
「添
地

拝
領
」
と
い
い
ま
す
。

こ
の
添
地
部
分
に
は
、

広
瀬
藩
の
上
屋
敷

（凡
そ

四
千
四
百
坪
）
を
は
じ
め

と
し
て
、
旗
本

・
御
家
人

な
ど
の
屋
敷
地
が
あ
り
ま

し
た
が
、
尾
張
藩
は
、
彼
ら
に
引
越
移
転

料

（「御
手
当
金
し

を
渡
し
て
引
越
し
を

し
て
も
ら
い
ま
す
。
江
戸
時
代
、
武
士
の

暮
ら
す
土
地

（「武
家
地
し

は
、
幕
府
普

請
奉
行
の
職
掌
で
、
売
買
は
禁
止
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
で
も
尾
張
藩
が
支
払

っ
た

「御
手
当
金
」
の
記
録
か
ら
、
実
態
と
し

て
は
、
売
買
に
近
い
形
で
の
屋
敷
替
え
が

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

尾
張
藩
は
添
地
拝
領
の
際
、
幕
府
普
請

奉
行
関
係
者
に
対
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
接

待
を
重
ね
ま
す
。
幕
府
の
役
人
が
来
藩
す

る
度
、
茶

・
多
葉
粉
、
菓
子
を
用
意
し
、

食
事
も
、
役
職
の
高
い
順
に
何
段
階
か
に

わ
け
て
、
町
料
理

（仕
出
し
料
理
）
を
頼

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
金
銭
や
品
物
の
手

授
も
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
接
待
の
場
や
、
藩
士
の
待
機
所
に
使
用

さ
れ
た
仮
設
の
建
物
が
、
図
に
示
し
た

「御
馳
走
所
」
で
す
。
設
置
場
所
は
、
も

と
の
屋
敷
地
の
西
北
隅
の
車
力
門
付
近
で

す
。
内
部
は
、
小
障
子
や
幕
で
仕
切
ら
れ
、

屏
風
な
ど
も
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
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添
地
拝
領
に
伴

っ
て
設
置
さ
れ
た
臨
時

の
施
設
は
他
に
、
幕
や
縄
を
張

っ
て
仕
切
っ

た
職
人
や
日
雇
い

（「
日
用
し

の
労
働
者

用
の
多
葉
粉
呑
所
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
簡
便
な
施
設
は
、
発
掘
調
査
に
お
い

て
確
認
す
る
こ
と
は
難
し
い
も
の
と
い
え

ま
す
。

ま
た
、
当
時
の
土
地
区
画
指
標

（
「傍

示
杭
し

の
規
格
は
、
長
さ

一
問

（
・
８‐
ｍ
）、

医
Ｕ
　
　
　
　
　
　
ひ
の
き

、
ェ

幅
五
寸
三
分
四
方

（５
．
７

側
）
の
槍
丸
太
製

の
杭
を
わ
ず
か
二
尺
五
六
寸

（凡
そ
７６
側
）

程
打
込
む
も
の
で
す
。
添
地
三
万
坪
に
、

七
本
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
尾
張
藩
上
屋
敷
跡
遺
跡
の
文

献
調
査
の
成
果
を

一
部
紹
介
し
ま
し
た
。

大
塚
分
室

（村
田
香
澄
）

出
土
遺
物
に
み
ら
れ
る

黒
色
物
質
に
つ
い
て
の

尾
張
藩
上
屋
敷
跡
の
調
査
で
は
、
３４
地

点
Ｓｌ０９
の
石
垣
の
下
か
ら
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
状

物
質

（図
１
）
と
第
４
地
点
９．
‐
４Ｌ
‐
‐
号

遺
構
か
ら
土
壁
状
の
遺
物
が
出
土
し
て
い

ま
す

（図
２
）。

こ
の
上
壁
状
物
質
は
、
表
面
に
２
～
５

ｍｍ
の
黒
色
物
質
が
塗
ら
れ
、
内
側
に
漆
喰

の
層
、
さ
ら
に
内
側
が
荒
い
砂
を
含
む
層

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
２
種
類
の

試
料
を
、
ＦＴ
Ｉ
ＩＲ
法
で
測
定
す
る
と
、
図

１
の
試
料
は
、
図
３
の
基
準
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
の
波
形
と

一
致
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

図
２
の
黒
色
物
質
は
、
漆
喰
と
数
種
類
の

物
質
が
混
合
さ
れ
て
い
る
た
め
か
、
図
４

の
よ
う
に
混
合
波
形
が
得
ら
れ
、
基
準
物

質
と
の
比
較
が
難
し
い
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
次
回
は
、
こ
の
混
合
物
質
の
解
明

方
法
を
紹
介
し
ま
す
。
　

（門
倉
武
夫
）

漆

喰

部

分

　

　

上

壁

部

分

第 1図  第 34地点Sl個出上の黒色物質

第3図  基 準アスファルト波形 (上)と 第 1図の黒色物質

第4図  第 2図 の黒色物質にみられる混合波形
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今
年
度
の
講
演
会
は
展
示
テ
ー
マ

「
む

か
し
人
の
風
景
」
に
合
わ
せ
、
旧
石
器
時

代
か
ら
近

。
現
代
ま
で
の
人
々
に
関
連
し

た
内
容
で
、
少
し
で
も
当
時
の
人
々
の
生

活
が
感
じ
ら
れ
る
講
演
を
企
画
し
ま
し
た
。

第

一
回
は
、
７
月
８
日

（土
）
慶
応
義

塾
大
学
教
授
の
阿
部
祥
人
氏
に
よ
る

「
石

器
が
語
る
東
日
本
の
人
々
」
の
講
演
と
、

「旧
石
器
時
代
の
狩
人
た
ち
」
を
上
映
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
１１３
名
で
し
た
。

第
二
回
は
、
９
月
１３
日

（水
）
都
教
育

庁
文
化
課
学
芸
員
の
安
孫
子
昭
二
氏
に
よ

る

「土
偶
か
ら
み
た
縄
文
集
団
」
の
講
演

と
映
画

「諏
訪
の
お
ん
ば
し
ら
」
を
上
映

し
ま
し
た
。
参
加
者
は
１６‐
名
で
し
た
。

第
三
回
は
、
１０
月
８
日

（土
）
目
黒
区
美

術
館
学
芸
員
の
降
旗
千
賀
子
氏
に
よ
る
「お

し
や
れ
な
縄
文
人
―
む
か
し
の
人
が
使

っ

た
色
」
の
講
演
と
映
画

「彩
色
の
歴
史
」
を

上
映
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
１２‐
名
で
し
た
。

８
月
１７
日

（木
）
１８
日

（金
）
土
器
製

作
、
９
月
９
日

（土
）
野
焼
き
と
い
う
、

全
３
日
間
の
行
事
で
す
。

親
子
２３
組
、　
一
般
５９
名
の
多
数
の
応
募

者
中
か
ら
、
抽
選
の
結
果
、
１２
組
の
親
子
を

含
め
て
４４
名
の
参
加
者
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

野
焼
き
の
前
日
ま
で
は
小
雨
の
降
り
続

く
日
々
で
し
た
が
、
当
日
は
時
々
晴
の
日

で
、
見
事
に
土
器
が
焼
き
上
が
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
見
学
者
を
含
め
、
６２
名
で
し

た
。
土
器
作
り
の
様
子
は
、
「東
京
時
間
」

で
も

一
部
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

的
月
８
日

（日
）
に
行
わ
れ
た
現
地
説

明
会
で
は
、
仙
台
藩
伊
達
家
上
屋
敷
の
船

入
り
場
の
変
遷
を
、
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し

た
。
熱
心
な
見
学
者
は
‐２００
名
を
数
え
ま
し

た
。
（巻
頭
写
真
）

多
摩

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
陀
７２
遺
跡
の
現
地

説
明
会
は
９
月
２０
日
（水
）に
行
い
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
第
８
次
調
査
で
、
新
た
に

発
見
さ
れ
た
住
居
跡
は
４０
軒
、
総
数
で
は

２７４
軒
に
な
り
、
全
国
的
に
に
も
大
規
模
な

集
落
と
し
て
有
名
で
す
。

当
日
は
、
残
暑
厳
し
い
中
で
し
た
が
、

‐２‐
名
の
見
学
者
が
あ
り
ま
し
た
。

たまのよこやま 50

全
国
安
全
週
間
、
第
１７
回
東
京
都
埋
蔵

文
化
財
セ
ン
タ
ー
安
全
の
日

（７
月
３
日
）

に
安
全
標
語
を
募
集
し
ま
し
た
。

今
年
は
第
１
席
に
藤
原
恵
美
子
氏
の
作

品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

「
お
疲
れ
さ
ま
」

笑
顔
で
い
え
る
毎
日
に

ま
た
、
大
森
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
清

水
裕
幸
氏
に
よ
る

「現
代
社
会
を
健
康
で
生

き
抜
く
た
め
に
」
の
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

７
月
以
降
、
新
規
の
分
室
で
す
。

武
蔵
台
西
分
室
千
葉
基
次
係
長
、

川
島
雅
人
、
大
西
雅
也

関
町
分
室
南
　
比
田
井
民
子
係
長
、

長
佐
古
真
也
、
栗
城
譲

一

関
町
分
室
北
　
比
田
井
民
子
係
長
、

小
松
員
名

内
藤
町
分
室
　
千
葉
基
次
係
長
、

松
崎
元
樹
、
石
橋
峯
幸

８
月
１
日
付
け
で
、
桐
山
靖
彦
総
務
課
長

が
多
摩
図
書
館
に
転
出
し
、
後
任
に
小
金
井

工
業
高
校
か
ら
大
田
覚
が
着
任
し
ま
し
た
。

便ンンン

No72遺 跡現地説明会の様子

創
立
二
十
周
年
記
念

巨
大
土
器
の
野
焼
き
！

１１
月
１８
日

（土
）
９
時
～
１６
時

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
創
立
二
十
周
年

を
記
念
し
た
行
事
と
し
て
、
巨
大
縄
文
土

器
の
野
焼
き
を
行
い
ま
す
。

こ
の
上
器
は
、
製
作
に
か
か
る
日
数
約

６０
日
、
高
さ
ｌ

ｍ
、
重
さ
５０
地
の
縄
文
土

器
２
個
で
す
。
巨
大
土
器
の
焼
成
は
未
経

験
で
す
が
、
担
当
者

一
同
知
恵
を
絞

っ
て

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。

本
焼
き
は
、
午
後
１
時
頃
か
ら
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
見
学
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

焼
き
上
が

っ
た
土
器
は
、
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
と
し
て
、
セ
ン
タ
ー
正
面
入
口
及
び
、

復
元
住
居
脇
に
設
置
予
定
で
す
。

加曽利 E式深鉢形土器 勝 坂式深鉢形土器
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